報道関係各位

2007年4月5日

株式会社テクノスジャパン
テクノスジャパン、内部統制の効率的な文書化をご支援する

内部統制文書実例集『Fact-JSOX（コンパクト）』を提供開始
株式会社テクノスジャパン（東京本社：東京都新宿区、代表取締役社長：城谷直彦）は、内部統制プロジェクトにおいて最も負荷が高いとされる、文書化作業を効率的に行なう内部統制文書実例集「Fact-JSOX（コンパクト）」の提供、及びその導入サービスを開始します。販売価格は300万で2007年4月1日より提供を開始しました。
「Fact-JSOX（コンパクト）」は、既に提供を開始している「Fact-JSOX」のコンパクト版で、「Fact-JSOX」が用意する販売・購買・在庫・会計に関する約90の業務から、財務報告への影響度が高い54の業務に絞って業務フロー、業務記述書、リスクコントロール（RCM）を提供します。これらの基本的な文書の他に、文書作成ルール、業務プロセス別勘定科目・アサーション対応表、文書化のコンサル経験から作成したリスク一覧など、文書化を行う際に有効に活用いただける資料も含まれています。特にリスク一覧は、財務報告に影響を及ぼすリスクをカテゴライズしたもので、これを活用してリスクの洗出しを効率的に行うことができます。内部統制文書実例集「Fact-JSOX（コンパクト）」を活用することで、内部統制整備において最も負荷がかかる文書化作業を効率よく進め、内部統制整備全体のコストダウンを計ることが可能です。
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テクノスジャパンについて
テクノスジャパンは、1994年設立以来数多くのERP導入コンサルティングを実施しており、お客様の高い評価と満足をいただいております。

内部統制、SOAなど新しい分野のソリューションにも積極的に取り組む一方、従来どおり基幹業務に関する豊富な経験と知識を活かしたERP、EAI、eビジネス分野でのベストソリューションの提供を行っております。特にERPビジネスでは、導入コンサルティングの他にも短期・低価格導入を目的としたSAP製品のテンプレート開発・提供を行っております。最近では、「SAP BestPractices for HighTech」をベースに独自シナリオを開発・追加した「Fact-BestPractices for HighTech」のサービスを開始し、そのほかにも販売会社向けテンプレート、連結会計テンプレート、連結損益予算管理テンプレートがあります。
問い合わせ先
報道関係者からの問合せ先
株式会社テクノスジャパン

営業推進部

窪田茂
電話：03-3374-1212（代表）

E-mail：kubota.shigeru@tecnos.co.jp
お客様からの問い合わせ先
株式会社テクノスジャパン

営業推進部

電話：03-3374-1212（代表）

E-mail：TJ-sales1@tecnos.co.jp












54の基本業務について業務フロー、業務記述書、RCMを用意


文書作成ルール、業務プロセス別勘定科目、アサーション対応表


リスク一覧（財務報告に影響を及ぼすリスクをカテゴライズしたもの）


各文書はMicroSoft Office製品よって作成しているため、ほとんどの文書管理ツールとの連携が可能


Level1（販売・購買・在庫・会計の業務大分類）�Level2（見積・受注・出荷・入金消込等の業務中分類）�Level3（実際の業務レベル）の3層構造により詳細な業務の記述








